
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 ３ 月 ３ 日 
金 沢 区 地 域 振 興 課 
称名寺薪能実行委員会 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

第２８回 称名寺薪能 

４月 29 日（火・祝）の公演に先立ち、前売券の販売を開始します。 

 

 

「称名寺
しょうみょうじ

薪
たきぎ

能
のう

」は、金沢区内を舞台とする能の演目「六
むつ

浦
ら

」「放下
ほ う か

僧
そう

」があることがきっかけとなり、金

沢区政 50 周年を記念して、称名寺薪能実行委員会と金沢区の共催で始まり、今回で 2８回目を迎えま

す。区民等で構成された実行委員会やボランティアにより運営されており、自然の中で伝統芸能を堪能

できる催事として、多くの区民に親しまれています。 

今回の能の演目は 「竹
しく

生島
ぶ し ま

」で春の琵琶湖の風景や弁財天と竜神の活躍が描かれる祝言能です。金

沢八景にある琵琶島神社は北条政子が竹生島弁財天を勧請して創建したと伝えられています。狂言は

「舟渡聟
ふなわたしむこ

」です。聟
むこ

入りのために渡し船に乗った男の持っている酒樽に目をつけた船頭は、手を尽くして

酒を振る舞ってもらいます。船頭が家に帰ると先ほどの男が聟
むこ

として来ていて、気まずい船頭が男に顔

を見られまいとする振る舞いに注目です。 

上演前には、出演者による能と狂言の解説があり、公募により参加する子どもたちが金沢区に伝わる

演目の連吟
れんぎん

（能の一部を謡う）を舞台で披露します。また、区内各地で古くから活動している金沢

木遣囃子
き や り ば や し

保存会が唄を披露するほか、松明
たいまつ

を持って篝
かがり

火
び

に火を灯す火入れ役を観覧者から募集するな

ど区民も参加し、これから始まる薪能の大事な一場面での貴重な経験ができます。 

 

日時：令和７年４月２９日（火・祝）  １７時開演（１６時開場）  

場所：称名寺境内特設能舞台（金沢町 212-1）  雨天時は金沢公会堂で開催（２部制） 

主催：称名寺薪能実行委員会、 共催：金沢区役所 

 

 

 

 

 

 

 

前売り券 ３月１５日発売開始！ 

開催概要 

裏面あり 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

【取材について】 

「第２８回称名寺薪能」開催当日の取材につきましては、受付にてお受けいたします。

当日の問合せ先（称名寺薪能実行委員会） ０８０－４２０５－４１３９ 

 

お問合せ先 

称名寺薪能実行委員会 （事務局 A E櫻間會 E

さくらまかい

A） Tel 03-3556-6176 

金沢区地域振興課長 米山 岳夫          Tel 045-788-7800 

＜区役所販売＞ 

全席指定で、１人６枚まで購入可。 区役所窓口販売分は各席５００円引きとなります。 

日  時：令和７年３月１5 日（土）、１6 日（日） ９時～１６時（売り切れ次第終了） 

場  所：金沢区役所１階１号会議室 （支払い方法は現金のみ） 

 

＜WEB での販売＞ 

日 時：令和７年３月１５日（土） 10 時～ チケットぴあ、カンフェティ HP から 

 

全席指定：Ｓ席７，５００円、Ａ席６，５００円 

 

※当日券については、１６時より称名寺仁王門横にて販売予定（雨天会場開催時は販売しません。） 

 

 

前売り券販売情報 

 

撮影：前島写真店 撮影：三上文規 

演目・出演者： 

能  「竹
ちく

生島
ぶ し ま

」  

櫻間
さくらま

 右陣
う じ ん

（シテ方金春
こんぱる

流、重要無形文化財総合指定保持者)他 

   狂言 「舟渡聟
ふなわたしむこ

」 

野村 萬斎(狂言方和泉流、重要無形文化財総合指定保持者)他 

 

 

 

狂言：舟渡聟 

 船頭と聟 

能：竹生島 

竜神 
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